
  

 

７ 労使関係の維持についての認識 

  労働組合における使用者側との労使関係についての認識をみると、「安定的に維持されている」48.0％、「お

おむね安定的に維持されている」42.3％、「どちらともいえない」7.1％、「やや不安定である」1.8％、「不安

定である」0.7％となっている（第 16表）。 

 

第 16表 労使関係の維持についての認識別割合  

(単位：％)

100.0 48.0  42.3  7.1  1.8  0.7  

　

人 以 上 100.0 60.2  29.6  8.6  0.5  1.1  

～ 4,999　　人 100.0 56.2  38.3  2.7  1.9  0.7  

～ 999　　人 100.0 49.3  41.3  4.8  3.6  0.5  

～ 499　　人 100.0 40.1  48.7  6.6  4.0  0.6  

～ 299　　人 100.0 39.5  48.0  9.9  1.9  0.6  

～ 99　　人 100.0 28.5  60.8  8.7  1.5  0.5  

100.0 53.6  37.7  6.2  1.7  0.7  

100.0 59.0  35.0  3.5  1.8  0.6  

100.0 52.7  38.2  6.6  1.7  0.7  

100.0 39.4  49.3  8.5  1.9  0.8  

100.0 47.0  42.9  7.4  1.8  0.7  

100.0 38.6 42.3 8.6 5.7 3.8

100.0 47.0 41.0 6.7 2.8 2.0

100.0 50.2 36.6 7.2 3.3 1.8

100.0 26.3 52.8 13.1 4.2 2.7

注：1) 表頭「計」は「不明」を含む。
　  2) 平成22年は労働組合員数規模100人以上の単位労働組合、平成23年は労働組合員数規模30人以上の単位

　　　労働組合を調査対象としており、本年の調査とは調査対象範囲が異なる。
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